
７月記者懇談会 

 

令和２年７月 27 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・「コロナに負けるな！30 日健康チャレンジ」の実施について 

（健康推進課 健康づくり支援係） 

今回の広報 8 月号で全戸に配布される資料

「コロナに負けるな！30 日健康トライアル」

と、「健康づくり推進条例のダイジェスト」に

ついて説明します。 

一点目「30 日健康トライアル」ですが、新

型コロナウイルスの影響で自宅に留まってい

ることが長くなってしまっている町民の皆様

に、少しでも運動習慣を取り戻す、もしくは

獲得してもらうために企画したものです。8

月１日から 9 月 30 日までの 2 ヶ月間、運動

に取り組むことができた日を記録していき、30 日分記録用紙を埋める事ができたら健康グ

ッズと交換できます。（資料に基づき説明） 

二点目「健康づくり推進条例」を全戸の皆様に周知するための企画したものです。本来

であれば、シンポジウムや健康づくり推進条例のキックオフ企画を計画していましたが開

催できないため、今回このようなものを作り周知するものです。広報みのわの実 8 月号と

いっしょに配布します。（資料に基づき説明） 

 

・令和 2 年度 箕輪町総合防災訓練計画について （総務課 防災・セーフｺﾐｭﾆﾃｨ推進室） 

本年度は、総合防災訓練として実施します。水害や土砂災害により、被害やリスクが高

まっているという状況を鑑み、今回は地震ではなく総合防災訓練とし、風水害・土砂災害

を想定した訓練を予定しています。 

現在、新型コロナウイルス感染症への対応も心配な点があるので、予め各区の皆様には、
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参加人数について、ある程度限定をした対応を

依頼しています。 

町では新型コロナウイルス感染症対策を踏

まえた避難所運営の訓練を実施する予定です。 

 （資料に基づき説明） 

 

記者） 今年から地震訓練ではなく総合防

災訓練と名前が変わったという事で

すが、今後、地震訓練はやらないと

いうことでしょうか 

⇒ 今回については、予め新型コロナウイルスの影響もあるということを想定して

いましたし、昨年から土砂災害が続いているという状況もあり区長様からも土砂

災害を想定して行いたいという意見もあり、一部地域に限定されるかもしれませ

んが令和 2 年度はこの内容で行うということになりました。 

令和 3 年度以降の実施内容は、改めて検討させていただく予定です。 

 記者） それは、地震を想定する可能性もあるし、また土砂災害の想定ということもあ

るということですか 

   ⇒ 基本的には、町民の皆様に避難を促すような行動をとってもらう訓練にしてい

ただきたいのですが、皆様が集まり密になってしまうことを避けたいと考えてお

りましたので、今回は避難を第一目的とはしていません。 

 町長： 南海トラフのことを考えると地震訓練はやらないといけないのですが、予知が

できないという状況があり、突発的に起きた場合にどうするかということはこれ

からも課題だと思っています。地震だけではなく、ほかの災害も踏まえて訓練を

したほうがよいということで訓練の広がりを持たせるという意味で考えました。

年に何回も町内全体で行うわけにもいかないので、今回は土砂災害を想定しまし

た。 

 

 記者） 資料裏面の 6 訓練内容(1)(ｷ)避難所運営訓練見学というのは、(2)(ｳ)今後の避難

所運営参考のため見学するということでよいのでしょうか 

   ⇒ そのとおりです。 

 記者） 新型コロナウイルス感染症を想定した避難所運営になると思うのですが、具体

的にどのような感じになるのでしょうか 

   ⇒ 受付段階で発熱者などがいますと受け入れが難しくなりますので、予め文化セン

ターや別の場所を準備してそちらへ誘導するとか、検温はもちろんですが消毒や

パーテーションの関係ですとかできる対策をしつつ避難所でどう受け入れられる

か、どのように携わるかを中心に行いたいと考えています。 

 



 記者） 避難勧告の扱いが変わる、避難指示に統一については、この訓練ではどのよう

に扱っていくのでしょうか 

    ⇒ 細かく対象地区等を絞り込めておりませんが、マニュアルの中では土砂災害の場

合や浸水の場合はこの範囲というようにエリアをある程度絞っていますので、住

民の皆様が解かりやすい表現でお伝えしたいと考えています。 

今回の訓練でご意見が出れば、それを基に改善をしたいと考えています。 

 

・町長への手紙について （企画振興課 まちづくり政策係） 

  昨年 8 月からスタートし、町民の皆様が町

政について考えていること、気が付いたこと、

困っていることなどお寄せいただいています。

6月30日現在ですが78人の方から95件の提

言、ご意見をいただいています。 

 高齢社会対策、免許返納や生活支援などにつ

いてが一番多く、萱野高原の活用や星空観光な

どの観光についてのご意見、木下保育園を含む

保育環境についてのご意見、みのちゃんバス・

伊那本線バスについてのご意見、信号設置やス

ピード減速等の案内についての交通安全対策についてのご意見などが主なものとなってい

ます。 

新型コロナウイルス感染症についてのご意見も沢山いただき、学校の休校や施設の管理

等についてのご意見をいただいています。その他の意見といたしましては、公園の管理や

図書館についてや分館活動について等のご意見もいただいています。 

（資料に基づき説明） 

町長： 昨年度から、「町長への手紙」を始めさせていただきました。町民の意見というの

は、通常は区や常会や団体を通じてというものが多くなってしまいますが、町民の

皆様個人のご意見を述べる場がなかなか無いという部分もあります。そういった中

で個人の意見を町政の中に取り入れていくということが１つの眼目であり、こうい

った提案を課は違ってもすべての職員が情報共有をする事で、また回答を作ること

を通じて職員の問題解決能力を高めたいという 2 つの狙いで実施しています。1 年間

やってみて、私としましては意外と少ないという感じを持っています。もう少し多

いのではと思っていましたが、それは決して満足度が高いとか、行政に対する要望

がないということではなく、直接役場に意見を出すということに慣れていないので

はと感じています。そういう意味では色々な媒体を通じて、また色々な手法を通じ

て町民の皆様のご意見を吸い上げていく、取り入れていくという発想はやはり必要

だと思っていますので、本年度もこれを実施しどういった回答をして、どんな方向

にそれぞれのものが進んでいるかを示しながらでできる限りしていきたいと思って



います。今年は振興計画の改定の年でありますがなかなか上手く進まないというこ

と、懇談会を実施できる状況ではあまりないということ、新型コロナウイルス感染

症の問題がありますので、こういったものを通じて町政に対する現時点での皆様の

意見を取り入れていくということで今年も実施させていただきたいと思います。こ

れを通じて、そのような主旨であることを町民の皆様に伝えていただければありが

たいと思っています。 

ここでの意見を取り入れて予算化した事業がいくつかございました。私どもの気

付かないところで事業化できたものもありましたので、ありがたかったと思います。 

そういったことで今年も実施させていただきます。 

 

町長コメント 

新型コロナウイルス感染症の関係が、一時落ち着いたものが現在のような状況になって

きまして、しかも上伊那地区でも感染者が出たということがありますので、緊張感を持っ

て対応しなければいけないと思っています。ただ、どうしても市町村の段階は医療に対し

どうにかできるものではないので、国や県で医療、検査に関わるものの充実ですとか、き

め細やかな対応をお願いしたいと思います。各個人、団体の皆様の生活とか仕事とかにつ

いては町がやるべきだとは思っていますが、現時点で医療レベルをどうしていくかという

ところは県によるところが大きいものですから、県にお願いしていきたいと思っています。

伊那中央病院も私たちは構成員でありますので、そういった点での対応はこれからもして

いきたいと思っています。 

また、夏休みにそろそろ入り人の動きも大きくなります。そういった状況がありますが、

今の動きを止めてしまえばよいというものではありません。ある程度ポイントを絞った対

策を国も示してくると思いますが、それらを上手く周知伝達をしていきたいと思います。 

それにあわせて、交付金を原資とする様々な事業をやってきました。当町のスタンスと

すれば、単に生活支援のために一定に金額のものを配布するといったことはできるだけ避

けたいという考えでやってまいりました。プレミアム商品券等一定のものは出しましたが、

それらも含めて出来るだけポイントを絞った対応ですとか、こもり感のある皆さんへの対

応ですとか、単なる支援補助ということは止めようというつもりでやってきましたが、今

後どうしていくかということであります。 

現在、新型コロナウイルス第 2 波のような状況になっていますのでその状況を見据える

ということが一つ、もう一つはコロナ禍の中でもポストコロナを目指した取り組みがやは

り必要だと思っています。政策視点の見直しという事を前回も申し上げましたが、若者、

高齢者の住みやすい、住んでくれる地域に少しでもするための対応をしていきたいと思い

ます。8 月 1 日付の人事もそういった事を想定をしながら実施させていただくものです。 

もう一点、前回も少子化対策のことを申し上げましたが、実は当町の 6 月の出生数が 2

人でした。調べたことはありませんが、町が始まって以来の事だと思います。昨年の妊娠

届の状況から見ますとそういったことはあるというのは実は想定はしていましたが、役場



の中で衝撃が走りました。極めて厳しい状況にあります。町の施策の問題ではなくて、こ

の地域に向ける女性の構成の問題ですとか、出生の率の問題ですとか、そういう問題があ

りますので、箕輪町の施策がどうだとかそれだけを評価するつもりは全くありませんが、

すべての面で施策の見直しをしないといけないと思っています。町の独自施策も含めてそ

ういったことをしていかないと大変なことになると危機感を持っています。なかなか新た

な施策を考えたり打ち出したりすることができない状況となっていますが、それでは遅れ

てしまいますので、少しでも少子化対策、人口減少対策に、改めて力を入れないといけな

いと、役場の中でも職員の意識をそこに向けさせる必要があると思っていますし、そうい

う状況になってきていると思います。 

また、８月 15 日に商工会青年部で「見上げてごらん箕輪の夜空」花火大会を実施してい

ただける、町内数か所で打ち上がるとお聞きしていますが、町としてもそれに関わる経費

については出させていただいています。ほとんどのイベントが中止になっていますし、イ

ベントの内容についてもこの状況ではより縮小せざるをえない状況にもなりつつあります

ので、少しでも町民の皆さんが話題になるような仕掛けをしていかなければいけないと思

います。ですが、さすがに何もできないなという状況であり、新型コロナウイルスといっ

しょに生活していくという状況にいずれはなるのではと思いますが、当町では一度も新型

コロナの感染がないということもありますし、そうもいかないかなとも思い悩ましい状況

です。近隣で感染者が出たということもあるので、どうやって対応する意識となっていく

か、心配であると同時にそれに合わせた対応もしていかないといけない。単に恐れていた

りするだけでの対応はしていてはいけないという気もしています。 

よろしくお願いします。 

 

 記者） 町内の外国籍住民について、７月の相談会を私も見ておりますが、深刻度が増

している状況の中で、町長として支援等どのようなことが求められているか 

   ⇒ 相談会はこれからも実施していきますが、現在の状況は少し深刻になってきて

いるという感じは持っています。 

     一つは、それぞれの給付金、資金等でしのいでいた方々の方策が無くなってき

たということだと思っています。仕事を探すという方策と、やむを得ず生活保護

にまわっていく、そういった仕切りを付けざるを得ないと思っていますが、出来

るだけ仕事がしたいという意欲を持っている方がほとんどだとお聞きしています

ので、その辺については考えていかなければいかないということと、もう一つは、

社会福祉協議会でやっているものについてもプラスアルファが制度として出てき

ているようですので、新たな借り入れも含めて急場をしのいでいくことも必要だ

と思っています。 

     それともう一つは、町内の製造業の状況が二つに分かれているといいますか、

あまり影響を受けていないところと影響をかなり受けてしまったところと二分化

しています。仕事の在り様というのを、もう一度調べていかなければいけないか



なと思います。町で仕事を探すというのは、やってはいますがなかなか難しいと

いう気がします。それと住宅の手配について言えば、どうしても住宅の問題が解

決できない方については、公営住宅なり町の住宅で対応出来るように進めていま

すので、もう少し時期をみて対応したいと思っています。 

     ちょっと具体的なものが無くていけないのですが、深刻に受け止めています。 

 

 記者） 就労のところで新たな団体の動きも出てきていると思いますが、そこに対して

町として担いきれない業務を委託するなり財政面でサポートするなりの考えはあ

りますか 

   ⇒ 社協を通じて NPO のようなものが育ってきて、民間としての支援組織を作って

くれると大変ありがたいと思っています。行政が継続的にそこのところを支援し

ていくのは難しいと思っています。外国人については通訳、言語の問題が大きい

ものですから、それと医療とのつながりが出来るかということと、言語の問題が

解決できるかということがありますので、そういったところの担い手が NPO みた

いなところで出来るとすれば、町としては当然何らかの支援といいますか、して

いく必要があると思います。NPO ですので自前で行うというのが前提ではありま

すが、そう簡単ではないところがありますので、考えていく必要があると思いま

す。 

 

 記者） 文化センターで行っている日本語教室に対して、履歴書の書き方ですとか日本

語の講座ですとか、タイアップすることや別に町として日本語教室をやっていく

という考えはあるか 

   ⇒ まだそこまで考えていませんが、そういう担い手になってくれるとすれば、町

が直接行う必要性は薄れてきますので、そういったところに依頼していくという

のは十分あり得ると思います。どちらが事業主体でやった方が皆さん参加しやす

いのかというのもありますので、検討してみます。 
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５ 質疑 

次回開催日程  ８月 24 日（月）午前 11 時 00 分 203 会議室 





日付 曜日 時間 内容 場所 担当課 問い合わせ先

1日 土 8:00～11：00 みのわテラス朝市 みのわテラス 産業振興課 内165

2日 日

3日 月

4日 火

5日 水 13:30～ 連絡事務嘱託員長会 役場 総務課 内106

6日 木
9:00～12：00
13：00～16：00

外国人何でも相談会 役場町民ホール 総務課 内104

7日 金

8日 土

9日 日

10日 月

11日 火

12日 水

13日 木

14日 金 6：00～17：00 町民野球大会 番場原運動場 文化スポーツ課 70-6601

15日 土 成人式 文化センターホール 文化スポーツ課 70-6602

16日 日

17日 月

18日 火 子ども夏まつり 文化・交流センター 公民館 79-2178

19日 水

20日 木 9：00～11：25 鶴亀講座 交流センター 国保医療係 内136

21日 金

第15回町民ゴルフ大会
伊那国際ゴルフクラブ
表彰式：交流センター

公民館・大会実行委員会 79-2178

8：00～10：00 第６回　交流菜園（秋野菜の種まき） 長田菜園 産業振興課 内165

8:00～11：00 みのわテラス朝市 みのわテラス 産業振興課 内165

23日 日

24日 月

25日 火

26日 水

27日 木

28日 金

（65）日本の太鼓inみのわ 文化センターホール 文化スポーツ課 70-6602

8：00～10：00 第３回　みそ部（畑の管理について） 上古田圃場 産業振興課 内165

30日 日 7：00～12：00 町総合防災訓練 役場　ほか 総務課 内102

31日 月

29日 土

令和２年８月行事予定表

22日 土


























